
本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

３ 優 良 な 生 産 基 盤 の 整 備 及 び 保 全 等
１ ） 優 良 な 生 産 基 盤 の 整 備 及 び 保 全

① 現 状 と 課 題

・ 効 率 的 な 農 業 経 営 を 支 え 、 安 全 ・ 安 心 で 高 品 質 な 農 産 物 の 生 産 を 促

進 す る た め 、 地 域 に 応 じ た ほ 場 の 整 備 や 農 産 物 の 運 搬 に 必 要 な 農 道 網

等 の 整 備 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。

・ 森 林 の ８ 割 が 傾 斜 ２ ０ 度 以 上 の 急 峻 な 地 形 、 台 風 が 多 く 、 雨 量 の 多

い こ と な ど か ら 、 路 網 整 備 の 条 件 が 厳 し い 中 、 開 設 コ ス ト の 低 減 と 環

境 に 配 慮 し た 路 網 づ く り の 両 立 が 課 題 と な っ て い ま す 。

・ 用 排 水 路 整 備 、 農 道 整 備 等 の 公 共 事 業 や 災 害 復 旧 事 業 等 を 円 滑 に 実

施 し 、 優 良 な 生 産 基 盤 の 整 備 及 び 保 全 等 を 促 進 す る た め 、 農 地 、 林 地

等 の 土 地 の 境 界 の 明 確 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

・ こ れ ま で 、 総 合 的 か つ 計 画 的 に 整 備 を 進 め て き た 漁 港 施 設 等 に お い

て 、 老 朽 化 の 進 行 に 伴 い 、 よ り 効 率 的 で 効 果 的 な 施 設 改 良 、 更 新 に よ

る ス ト ッ ク の 有 効 活 用 が 強 く 求 め ら れ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 新 鮮 で 高 品 質 な 「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 農 産 物 の 産 地 化 を 促 進 す る 、

生 産 基 盤 の 整 備 を 推 進 し ま す 。

・ 高 性 能 林 業 機 械 が 使 え る よ う 、 基 幹 と な る 林 道 等 に 加 え 、 作 業 道*
を 有 効 に 組 み 合 わ せ 複 合 的 な 林 内 路 網 を 構 築 し 、 総 合 的 に 木 材 生 産 コ

ス ト の 低 減 を 図 り ま す 。

・ 農 地 、 林 地 等 の 土 地 の 境 界 の 明 確 化 を 図 る た め 、 地 籍 調 査 事 業 を*
推 進 し ま す 。

特 に 、 過 疎 化 や 地 権 者 の 高 齢 化 等 に よ り 境 界 確 認 が 困 難 に な り つ つ

あ る 山 村 地 域 に お い て 、 重 点 的 に 取 り 組 み ま す 。

・ 漁 港 施 設 の 長 寿 命 化 や ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 最 小 化 、 更 新 コ ス ト

の 平 準 化 を 図 る た め 、 施 設 の 老 朽 化 状 況 を 調 べ る 機 能 診 断 を 実 施 し 、

そ の 結 果 に 基 づ く 機 能 保 全 計 画 の 策 定 を 進 め ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

ほ 場 の 整 備 面 積 （ 累 計 ） ⑳ 6 ,610ha ○ 6 ,720ha24

地 籍 調 査 事 業 の 実 施 面 積 ⑳ 977k㎡ ○ 1 ,200k㎡* 24

（ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

基 幹 農 道 の 整 備 延 長 累 計 ⑳ ２ ９ km ○ ３ ４ km（ ） 24

林 内 路 網 （ 林 道 ・ 作 業 道 ）

開 設 延 長 （ 累 計 ） ⑳ 5 , 889km ○ 6 ,400km24

水 産 物 供 給 基 盤 機 能 保 全 計

画 策 定 漁 港 数 ⑳ ０ 箇 所 ○ １ ３ 箇 所24

・ 整 備 前 ： 狭 く 不 整 形 な 農 地 → ・ 整 備 後 ： 区 画 ・ 農 道 ・ 用 排 水 路

（ 海 部 川 左 岸 地 区 四 方 原 工 区 ） の 整 備 さ れ た 優 良 農 地

・ 高 性 能 林 業 機 械 に よ る ・ 林 道 沿 い に 集 積 さ れ た 間 伐 材*
間 伐 材 の 生 産 の 効 果 的 な 搬 出



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

３ 優 良 な 生 産 基 盤 の 整 備 及 び 保 全
２ ） 農 林 地 及 び 漁 場 の 適 切 な 管 理 及 び 有 効 利 用

① 現 状 と 課 題

・ 農 地 は 、 他 用 途 へ の 転 用 や 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 ・ 後 継 者 不 足 等 を 背

景 と し た 耕 作 放 棄 地 の 発 生 な ど に よ り 減 少 傾 向 に あ り ま す 。*
こ の た め 、 農 業 生 産 の 最 も 基 礎 的 な 資 源 で あ る 農 地 の 確 保 及 び 有 効

活 用 が 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。

・ 森 林 は 、 国 有 林 や 公 有 林 が 少 な く 、 私 有 林 が 89％ と 大 部 分 を 占 め

て い ま す 。 こ の た め 、 こ れ ら の 個 人 所 有 林 で は 、 過 疎 化 や 高 齢 化 の 影

響 で 「 境 界 の 不 明 確 化 」 や 「 放 置 森 林 の 増 加 」 が 懸 念 さ れ て い ま す 。

・ 漁 場 は 、 県 南 部 を 中 心 に 、 海 洋 性 レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど を 通 じ て 、

都 市 と 漁 村 地 域 と の 交 流 の 輪 が 広 ま っ て い ま す が 、 一 方 で 、 海 面 利 用

に 関 す る ル ー ル や マ ナ ー に つ い て 、 漁 業 と 余 暇 活 動 の 間 で ト ラ ブ ル が

生 じ る ケ ー ス も 見 ら れ ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 農 地 に つ い て は 、 農 業 振 興 地 域 制 度 に よ る ゾ ー ニ ン グ や 農 地 転 用 許

可 制 度 の 適 切 な 運 用 を 通 じ て 、 農 業 以 外 の 用 途 を 目 的 と し た 土 地 利 用

と の 調 整 を 的 確 に 行 う こ と に よ り 優 良 農 地 の 確 保 を 図 り ま す 。

・ ま た 、 担 い 手 に 対 す る 農 地 の 集 積 を 図 り 、 効 率 的 な 利 用 を 促 進 す る

た め 、 担 い 手 確 保 ・ 育 成 対 策 を 進 め る と と も に 、 面 的 集 積 促 進 に 向 け

た 取 組 み を 推 進 し て い き ま す 。

・ 耕 作 放 棄 地 の 発 生 防 止 ・ 解 消 に 向 け て 、 行 政 、 農 業 関 係 団 体 が 一*
体 と な っ た 推 進 体 制 を 構 築 し 、 各 市 町 村 が 地 域 の 実 情 に 応 じ て 作 成 し

た 耕 作 放 棄 地 解 消 計 画 の 着 実 な 実 行 を 支 援 す る と と も に 、 解 消 支 援*
策 と し て 放 牧 利 用 等 を 推 進 し ま す 。

こ の こ と に よ り 、 農 業 上 重 要 な 地 域 440ｈ ａ の 解 消 を 目 指 し ま す 。

・ 森 林 に つ い て は 、 未 整 備 森 林 の 解 消 に 向 け 、 森 林 所 有 者 等 が 行 う*
森 林 管 理 活 動 へ の 支 援 や 、 地 域 ぐ る み で 取 り 組 む 境 界 明 確 化 活 動 を 支

援 し ま す 。

ま た 、 森 林 所 有 者 の 自 発 的 な 施 業 が 困 難 な 条 件 不 利 地 に お い て は 、

間 伐 な ど の 森 林 整 備 を 所 有 者 に 代 わ っ て 公 的 に 実 施 し ま す 。

・ 漁 場 に つ い て は 、 秩 序 あ る 利 用 を 推 進 す る た め 、 講 習 会 の 開 催 な ど

を 通 じ 、 漁 業 権 な ど の 海 面 利 用 に 関 す る 情 報 の 提 供 を 行 い ま す 。

林 業 者 に よ る 森 林 境 界 管 理 活 動



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

耕 作 放 棄 地 解 消 面 積 ⑳ ０ ha ○ ４ ４ ０ ha* 24

（ 累 計 ）

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

耕 作 放 棄 地 等 を 活 用 し た*
放 牧 実 施 箇 所 数 ⑳ ７ 箇 所 ○ １ ５ 箇 所24

認 定 農 業 者 数 【 再 掲 】 ○ 2 ,650人 ○ 2 ,900人* 20 24

集 落 営 農 組 織 数 【 再 掲 】 ⑳ １ ４ 組 織 ○ ６ ０ 組 織* 24

他 産 業 か ら 農 業 へ の 参 入 数 ⑳ １ ０ 組 織 ○ １ ３ 組 織24

（ 累 計 ）

地 域 で 取 り 組 む 森 林 境 界 明

確 化 面 積 （ 累 計 ） ⑳ ０ ha ○ 4 ,000ha24

公 的 に 実 施 す る 間 伐 な ど 森

林 整 備 面 積 （ 累 計 ） ⑳ ５ ０ ８ ha ○ 9 ,300ha24

海 面 利 用 に 関 す る 講 習 会 の

開 催 回 数 （ 累 計 ） ⑳ １ 回 ○ ５ 回24

担 い 手 へ の 農 地 の 集 積 率

⑳ 25 . 2％ ○ 34％24

森 林 に 侵 入 し た 竹 の 除 去

面 積 ⑳ 0ha ○ 30ha24

→

再 生 前 再 生 後

耕 作 放 棄 地 を 再 生 活 動 に よ り 農 地 に 再 生*



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

４ 多 様 な 担 い 手 の 育 成

① 現 状 と 課 題

【 農 林 水 産 業 者 】

・ 農 業 就 業 人 口 は 、 年 々 減 少 し て お り 、 本 県 が 豊 か で 充 実 し た 食 料 の

生 産 を 続 け 、 農 村 の 活 性 化 を 図 る に は 、 と く し ま ブ ラ ン ド の 生 産 を 担

う 多 様 な 担 い 手 の 育 成 確 保 が 重 要 で す 。

・ 林 業 就 業 人 口 は 、 自 営 林 業 家 な ど の 高 齢 化 な ど か ら 年 々 減 少 を 続 け

て お り 、 将 来 に わ た っ て 森 林 の 整 備 を 行 い 、 林 業 を 担 う 人 材 の 育 成 ・

確 保 が 求 め ら れ て い ま す 。

・ 林 業 飛 躍 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 技 術 ・ 技 能 の 高 い 人 材 が 必 要 で す 。

・ 漁 業 就 業 者 数 に つ い て も 、 高 齢 化 な ど か ら 年 々 減 少 し て お り 、 こ の

ま ま で は 漁 業 生 産 や 漁 村 地 域 の 活 力 低 下 が 懸 念 さ れ ま す 。

【 農 林 水 産 関 係 団 体 】

・ 農 林 水 産 関 係 団 体 に つ い て は 、 社 会 経 済 情 勢 が 大 き く 変 化 す る 中 、

将 来 に わ た り 組 合 員 や 地 域 社 会 に 貢 献 で き る 安 定 的 か つ 効 率 的 な 組 織

体 制 の 確 立 が 必 要 と な っ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

【 農 林 水 産 業 者 】

・ 農 業 で は ， 次 代 を 担 う 新 規 就 農 者 を 確 保 し ， 農 業 後 継 者 を 育 成 し ま

す 。 県 内 に 農 業 基 盤 の あ る Ｕ タ ー ン 就 農 希 望 者 へ の き め 細 か な 支 援 策

に よ り ， 円 滑 な 就 農 を 促 進 し ま す 。

・ 農 業 の 担 い 手 と し て 認 定 農 業 者 や ， 農 業 法 人 ， 集 落 営 農 組 織 な ど* *
を 育 成 す る と と も に ， 農 村 地 域 を 支 え る 女 性 の 農 業 経 営 へ の 参 画 や 起

業 活 動 を 支 援 し ま す 。

・ 林 業 で は 、 担 い 手 の 受 け 皿 と な る 林 業 事 業 体 の 経 営 体 質 の 改 善 ・ 強

化 を 進 め る と と も に 「 森 の エ キ ス パ ー ト 」 の 養 成 な ど 林 業 従 事 者、 *
の 技 術 ・ 能 力 の 向 上 を さ ら に 推 進 し ま す 。

・ ま た 、 林 業 に 就 業 を 希 望 す る U・ Ｉ タ ー ン 者 や 他 の 職 業 か ら の 参 入

者 の 就 業 支 援 を 行 う と と も に 、 他 産 業 の 多 角 的 経 営 の 一 つ と し て 林 業

事 業 体 へ の 登 録 を 促 進 し ま す 。

・ 漁 業 で は 、 就 業 希 望 者 を 対 象 と し た 相 談 窓 口 の 設 置 に よ り 、 必 要 な

情 報 の 提 供 や 漁 協 と の マ ッ チ ン グ を 推 進 し ま す 。

【 農 林 水 産 関 係 団 体 】

・ 農 林 水 産 関 係 団 体 が 組 合 員 の 合 意 形 成 の も と 、 主 体 的 に 取 り 組 も う

と す る 組 織 再 編 及 び 事 業 ・ 運 営 基 盤 の 強 化 を 推 進 す る こ と に よ り 、 活

力 あ る 団 体 組 織 を 育 成 し 、 本 県 農 林 水 産 業 の 振 興 を 図 り ま す 。



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

認 定 農 業 者 数 ○ 2 ,650人 ○ 2 ,900人* 20 24

「 ふ る さ と 回 帰 プ ロ ジ ェ ク

ト 」 の 推 進

・ 農 林 水 産 業 へ の 就 業 者 数 ○ ５ ２ ２ 人 ○ ９ ０ ０ 人20 24

（ ）平 成 17年 か ら の 累 計

・ Ｏ Ｊ Ｔ 研 修 受 講 者 数 ○ １ ６ 人 ○ １ ７ ２ 人* 20 24

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

他 産 業 か ら の 農 林 水 産 業 へ ○ １ ６ 事 業 体 ○ ３ ９ 事 業 体20 24

の 参 入 数

（ 平 成 20年 か ら の 累 計 ）

ア グ リ テ ク ノ ス ク ー ル で の 技 術 習 得 支 援

集 落 営 農 の リ ー ダ 研 修



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 業 法 人 数 ○ １ ４ ５ 経 営 体 ○ １ ６ ０ 経 営 体20 24

集 落 営 農 組 織 数 ○ １ ４ 組 織 ○ ６ ０ 組 織* 20 24

認 定 農 業 者 数 に 占 め る ⑲ ８ ％ ○ １ ０ ％* 24

女 性 の 割 合

林 業 事 業 体 の 登 録 数 ○ ２ ７ 事 業 体 ○ ５ ０ 事 業 体20 24

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

「 森 の エ キ ス パ ー ト （ 高*
性 能 林 業 機 械 技 術 者 」 育 ○ １ ０ ４ 人 ○ １ ４ ４ 人） 20 24

成 者 数

（ ）平 成 17年 か ら の 累 計

新 規 就 農 者 数 ○ ２ ９ ５ 人 ○ ５ ５ ０ 人20 24

（ ）平 成 17年 か ら の 累 計

新 規 林 業 者 就 労 者 数 ○ １ ５ ４ 人 ○ ２ ０ ０ 人20 24

（ ）平 成 17年 か ら の 累 計

新 規 漁 業 就 業 者 数 ○ ７ ３ 人 ○ １ ５ ０ 人20 24

（ ）平 成 17年 か ら の 累 計

ア グ リ テ ク ノ ス ク ー ル 受 講 ○ ４ ２ ７ 人 ○ 2 ,135人20 24

者 数

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

関 係 団 体 の 事 業 ・ 経 営 基 盤

の 強 化

・ 農 業 協 同 組 合 数 ○ １ ６ 組 合 ○ １ 組 合20 24

・ 森 林 組 合 数 ○ １ １ 組 合 ○ ５ 組 合20 24

・ 漁 業 協 同 組 合 数 沿 海 ○ ３ ５ 組 合 ○ １ 組 合（ ） 20 24



森 林 の 仕 事 ガ イ ダ ン ス （ 大 阪 会 場 ） Ｏ Ｊ Ｔ 研 修 を 受 け る 林 業 従 事 者*

魚 食 普 及 料 理 教 室 女 性 漁 業 士 の 認 定

活 躍 す る 漁 協 女 性 部



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

５ 地 球 環 境 の 保 全 へ の 貢 献 等
１ ） 地 球 環 境 の 保 全 へ の 貢 献

① 現 状 と 課 題

・ 農 林 水 産 業 に も 地 球 環 境 の 保 全 へ の 貢 献 の 視 点 が 必 要 と な っ て お り

ま す 。

・ 本 県 は 、 ス ギ ・ ヒ ノ キ 等 の 人 工 林 の 割 合 が 全 国 6位 （ 約 62%） と 高

く 、 人 工 林 を 中 心 に 、 二 酸 化 炭 素 を 吸 収 ・ 固 定 す る 森 林 の 健 全 な 育 成

が 必 要 で す 。

、 「 」 、「 」、・ ま た 再 生 可 能 な 有 機 性 資 源 で あ る バ イ オ マ ス は 環 境 対 策

「 エ ネ ル ギ ー 対 策 」 だ け で な く 「 地 域 資 源 の 有 効 活 用 「 農 山 村 の、 」、

活 性 化 」 な ど 多 方 面 に お け る 効 果 が 期 待 さ れ て い ま す 。

・ 点 在 す る バ イ オ マ ス 資 源 の 収 集 ・ 輸 送 や 、 そ れ ら を 活 用 す る た め*
の 設 備 投 資 に 多 く の コ ス ト が か か る な ど 、 バ イ オ マ ス の 利 活 用 を 推 進

し て い く 上 で 克 服 し な け れ ば な ら な い 課 題 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 事 業 者 や 県 民 が 連 携 ・ 協 働 し 、 森 林 の 保 全 や 整 備 に 努 め て い た だ く

と と も に 、 事 業 者 等 が 排 出 す る 温 室 効 果 ガ ス を 森 林 の 整 備 等 で 埋 め 合

わ せ る 「 カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト 」 を 推 進 し ま す 。*
・ カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル な 「 バ イ オ マ ス 資 源 」 の 活 用 と し て 、 木 質*
ボ イ ラ ー の 導 入 を は じ め と し た 取 組 み を 推 進 し ま す 。

・ 農 業 生 産 に お け る 「 脱 石 油 」 の 取 組 み と し て 、 菌 床 シ イ タ ケ 栽 培 に

お け る 「 ヒ ー ト ポ ン プ 」 の 導 入 な ど を 推 進 し ま す 。*
・ 熱 量 の 高 い 「 鶏 ふ ん 」 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ 固 形 燃 料 等 へ 変 換 す

る な ど 再 資 源 化 を 推 進 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

温 暖 化 防 止 森 林 吸 収 源 の ○ 8 , 1 8 5 h a ○ 49 ,257ha20 24

整 備 面 積 （ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

県 民 と 企 業 が 協 働 し た カ ー

ボ ン オ フ セ ッ ト の 取 り 組 み ○ ０ ha ○ 1 , 2 0 0 h a20 24

に か か る 森 林 整 備 面 積

（ 累 計 【 再 掲 】）

木 質 バ イ オ マ ス 利 用 実 施 例 ○ １ １ 件 ○ １ ６ 件20 24

（ 累 計 ）

「 脱 石 油 」 実 証 実 験 の 取 組 ○ ８ 件 ○ １ ２ 件20 24

み （ 累 計 ）

「 鶏 ふ ん 」 を 活 用 し た バ イ ○ １ 件 ○ ２ 件20 24

オ マ ス 施 設 の 整 備

カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト ○ － ○ モ デ ル 実 施* 20 24

の 農 業 へ の 取 り 組 み

「 新 鮮 な っ ！ と く し ま 」 号 で の Ｂ Ｄ Ｆ 走 行 試 験

バ イ オ マ ス 利 活 用 推 進 の た め の 「 な の は な プ ロ ジ ェ ク ト 」



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

５ 地 球 環 境 の 保 全 へ の 貢 献 等
２ ） 環 境 に 配 慮 し た 農 林 水 産 業 の 推 進

① 現 状 と 課 題

・ 有 機 農 産 物 や 化 学 資 材 の 使 用 量 を 低 減 し た 農 産 物 に 対 す る 消 費 者 の

関 心 が 高 ま っ て い ま す 。

・ 家 畜 ふ ん 尿 等 有 機 資 源 の 循 環 利 用 や 農 業 用 使 用 済 み プ ラ ス テ ィ ッ ク

類 の 適 正 処 理 な ど 農 業 生 産 及 び 農 山 漁 村 の 生 活 に お け る 環 境 保 全 に つ

い て の 取 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。

・ ス ギ ・ ヒ ノ キ の 人 工 林 が 多 い た め 、 広 葉 樹 林 や 針 広 混 交 林 の よ う に

多 様 な 樹 種 の 生 育 す る 森 林 と す る こ と な ど 、 環 境 に 配 慮 し た 森 づ く り

が 求 め ら れ て い ま す 。

・ 河 川 等 か ら 流 れ 出 た 流 木 等 の ご み が 海 底 に 堆 積 し た り 、 海 岸 に 漂 着

し 、 漁 業 の 妨 げ と な っ た り 、 海 岸 の 景 観 や 安 全 性 が 損 な わ れ る な ど 問

。 、 「 」題 と な っ て い ま す ま た 海 域 の 水 質 浄 化 機 能 な ど を 有 す る 藻 場 *
が 、 全 国 的 に 減 少 し て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 有 機 資 源 の 循 環 利 用 に よ る 土 作 り を 基 本 と し 、 化 学 肥 料 や 化 学 農 薬

の 使 用 低 減 を 図 り 、 人 や 環 境 に や さ し い 農 業 生 産 を 推 進 し ま す 。

・ 徳 島 県 有 機 農 業 推 進 計 画 に 沿 っ て 、 生 産 者 や 消 費 者 等 と 連 携 し な が

ら 有 機 農 業 の 推 進 を 図 る と 共 に 、 市 町 村 の 推 進 体 制 の 整 備 を 支 援 し ま

す 。

・ 農 業 用 使 用 済 み プ ラ ス テ ィ ッ ク 類 に つ い て は 、 リ サ イ ク ル 率 10 0

％ を 前 提 に 回 収 率 の さ ら な る 向 上 を 図 り ま す 。

・ 農 山 漁 村 の 生 活 排 水 処 理 施 設 か ら 発 生 す る 有 機 資 源 の 近 隣 農 地 へ の

還 元 を 推 進 し ま す 。

・ 家 畜 ふ ん 尿 処 理 施 設 の 整 備 や 耕 種 農 家 と の 連 携 強 化 に よ る 堆 肥 の 流

通 利 用 の 促 進 等 、 畜 産 バ イ オ マ ス 資 源 を 循 環 利 用 す る 資 源 循 環 型 の*
畜 産 を 推 進 し ま す 。

・ 間 伐 や 抜 き 伐 り を 進 め 、 人 工 林 の 針 広 混 交 林 へ の 誘 導 や 下 層 植 生 を

増 や し 、 長 伐 期 林 、 複 層 林 、 針 広 混 交 林 へ 誘 導 す る と と も に 、 広* * *
葉 樹 の 植 栽 や 保 育 を 行 う 多 様 な 森 林 づ く り を 促 進 し ま す 。

・ 掃 海 事 業 の 実 施 や 海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 支 援 な ど に よ り 、*
海 域 ・ 海 岸 の 環 境 保 全 に 努 め る と と も に 、 藻 場 造 成 に よ り 、 環 境 に*
配 慮 し た 漁 場 づ く り を 推 進 し ま す 。

底 引 き 網 に よ る 掃 海 作 業*



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

エ コ フ ァ ー マ ー 認 定 数*
（ 累 計 ） ⑳ 1 ,459人 ○ 1 ,800人24

針 広 混 交 林 ・ 複 層 林 の* *
誘 導 面 積 （ 累 計 ） ⑳ 2 ,829ha ○ 10 ,000ha24

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

有 機 農 業 実 践 モ デ ル 地 区 数

の 育 成 （ 累 計 （ 再 掲 ） ⑳ ２ 地 区 ○ ８ 地 区） 24

農 業 用 使 用 済 み フ ィ ル ム

（ 各 種 ビ ニ ー ル 類 ） 回 収 率 ⑲ 77 .6％ ○ ９ ０ ％24

農 山 漁 村 の 生 活 排 水 処 理 施

設 に よ る 緑 農 地 還 元 率 ⑲ ５ ２ ％ ○ ８ ０ ％24

家 畜 排 せ つ 物 の 堆 肥 化 率 ⑳ ９ １ ％ ○ ９ ７ ％24

広 葉 樹 林 の 整 備 面 積 累 計 ⑳ １ １ ６ ha ○ ５ ０ ０ ha（ ） 24

藻 場 造 成 箇 所 数 （ 累 計 ） ⑳ ４ カ 所 ○ ８ カ 所* 24

（ 再 掲 ）

２ ２掃 海 実 施 面 積 （ 累 計 ） ⑳ ９ ０ km ○ ２ ０ ０ km* 24

（ 再 掲 ）

海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 参 加

者 数 （ 累 計 ） ⑳ ７ ８ 人 ○ ５ ０ ０ 人24

エ コ フ ァ ー マ ー マ ー ク 海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 針 葉 樹 と 広 葉 樹 の 混 交 林



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

６ 新 た な 技 術 の 開 発 及 び 普 及

① 現 状 と 課 題

・ 市 場 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 や 国 内 の 産 地 間 競 争 が 一 層 激 化 す る

中 で 、 本 県 の 特 色 を 生 か し た 農 林 水 産 業 の 販 路 拡 大 の た め に は 、 高 品

質 で 競 争 力 の あ る 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 強 化 が 必 要 で す 。

・ 農 林 水 産 業 の 担 い 手 の 減 少 と 高 齢 化 の 中 で 、 新 規 就 労 者 を 含 め 多 様

な 農 林 水 産 業 の 担 い 手 に 対 応 し た 技 術 開 発 が 必 要 で す 。

・ 農 林 水 産 業 に 関 す る 多 様 化 、 高 度 化 す る 課 題 に 対 し 、 農 林 水 産 総 合

技 術 支 援 セ ン タ ー は 、 試 験 研 究 ・ 教 育 研 修 ・ 技 術 普 及 が 一 体 と な り 、

総 合 的 か つ 効 果 的 な 取 り 組 み を 展 開 し て い く 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー は 、 県 下 各 地 に 分 散 し た 試 験 研 究 ・

教 育 研 修 ・ 技 術 普 及 の 機 能 を 可 能 な 限 り 集 約 し 、 本 県 農 林 水 産 業 の 技

術 を 結 集 す る 「 知 の 拠 点 」 と し て 整 備 し 、 迅 速 で 効 率 的 な サ ー ビ ス を

提 供 し ま す 。

・ 本 県 の 地 域 特 色 を 生 か し た 農 林 水 産 物 の 販 路 拡 大 の た め に 、 と く し

ま ブ ラ ン ド の 競 争 力 強 化 の た め の 技 術 開 発 を 進 め ま す 。

・ 多 様 な 農 林 水 産 業 の 担 い 手 に 対 応 し た 高 度 化 、 省 資 源 、 省 力 化 等 の

技 術 開 発 を 進 め ま す 。

、 。・ 県 が 開 発 し た 技 術 や 国 等 の 有 望 な 技 術 を 迅 速 に 現 場 に 普 及 し ま す

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

● 農 林 水 産 業 の 新 技 術 開 発 ⑳ 19件 ○ 49件24

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

ド 化 技 術「 な る と 金 時 」 次 世 代 品 種 の 育 成 「 太 天 （ た い て ん 」 の ブ ラ ン）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン ○ プ ラ ン 策 定 ○ 整 備20 24

タ ー の Ｐ Ｆ Ｉ 手 法 に よ る*
再 編 ・ 新 拠 点 整 備

「 ブ ラ ン ド 農 林 水 産 物 」 の ○ １ ４ 件 ○ ２ ８ 件20 24

新 技 術 開 発 数 （ 平 成 2 0 年

か ら の 累 計 ）

多 様 な 担 い 手 に 対 応 し た 高

度 化 、 省 資 源 化 及 び 省 力 化 ○ ５ 件 ○ ２ １ 件20 24

の 新 技 術 開 発

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

新 技 術 を 導 入 し た 組 織 数 ○ ５ ３ 組 織 ○ ２ ０ ０ 組 織* 20 24

（ ）平 成 20年 か ら の 累 計

高 品 質 な 豚 肉 生 産 技 術 ホ ン シ メ ジ 栽 培 技 術

成 長 が 良 く 病 気 に 強 い 養 殖 ア ユ 種 苗 の 開 発



本 県 の 特 長 を 生 か し た 活 力 あ る 農 林 水 産 業 の 振 興Ⅱ

７ 農 商 工 連 携 の 促 進*

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 の 基 幹 産 業 で あ る 農 林 水 産 業 と 商 工 業 の 連 携 活 動 を 地 域 活 力 に

繋 げ る 取 組 み が 求 め ら れ て お り ま す 。

・ 高 品 質 で 多 種 多 様 な 本 県 の 農 林 水 産 物 と 商 工 業 者 が 有 す る 高 い 「 も

の づ く り 技 術 」 等 と を 連 携 さ せ 、 新 た な 商 品 開 発 や 販 路 開 拓 を 促 進 す

る 必 要 が あ り ま す 。

・ 新 商 品 や 新 販 路 の 定 着 に よ り 、 と く し ま ブ ラ ン ド の 飛 躍 的 な 発 展 が

期 待 で き ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 農 林 水 産 業 と 商 工 業 の 融 合 に よ る 、 新 商 品 開 発 、 次 世 代 農 林 水 産 業

、 。新 技 術 の 開 発 研 究 と く し ま ブ ラ ン ド の 新 販 売 方 式 の 開 発 を 進 め ま す

、「 」・ 生 産 分 野 に お け る 連 携 と し て お か ら を 活 用 し た 鶏 肉 や 鶏 卵 生 産

や 「 ス ギ 板 の 節 穴 埋 め 加 工 方 式 の 開 発 」 な ど の 新 生 産 方 式 の 開 発 ・ 普

及 を 進 め ま す 。

・ 流 通 分 野 に お け る 連 携 と し て 、 と く し ま ブ ラ ン ド の 農 畜 水 産 物 を 県

外 で 継 続 し て 販 売 し て も ら え る 「 ブ ラ ン ド 協 力 店 」 の 登 録 や 「 輸 出 拠

点 」 の 増 加 へ の 取 組 み を 進 め ま す 。

・ 加 工 分 野 に お け る 連 携 と し て 「 特 区 を 活 用 し た 梅 酒 製 造 販 売 」 や、

「 番 茶 を 活 用 し た よ う か ん ・ ま ん じ ゅ う の 生 産 」 な ど の 取 組 み を 進 め

ま す 。

、「 」・ 各 分 野 の 複 合 的 な 連 携 と し て パ ン や 麺 類 な ど 米 粉 の 新 商 品 開 発

や 県 産 木 材 の 活 用 を 促 進 す る 「 公 共 工 事 で の 県 産 木 材 使 用 」 な ど の 取

組 み を 進 め ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

「 農 商 工 連 携 事 業 」 に よ ○ １ １ 件 ○ ４ ５ 件* 20 24

る 商 品 開 発 事 業 数 （ 累 計 ）

次 世 代 農 林 水 産 業 新 技 術 の ○ １ ５ 件 ○ ３ １ 件20 24

開 発 研 究 （ 累 計 ）

と く し ま ブ ラ ン ド の 新 販 売 ○ ５ 件 ○ １ ４ 件20 24

方 式 の 開 発 （ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

【 生 産 分 野 に お け る 連 携 】

現 地 で 定 着 し た 新 生 産 方 式 ○ ４ 件 ○ １ ３ 件20 24

（ 累 計 ）

低 コ ス ト ・ 省 力 化 機 器 導 入 ○ ５ 品 目 ○ ９ 品 目19 24

品 目 数 【 再 掲 】

Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 モ デ ル 地 区 数 ○ ３ 地 区 ○ １ ０ 地 区20 24

（ 累 計 【 再 掲 】）

「 脱 石 油 」 実 証 実 験 の 取 組 ⑳ ８ 件 ○ １ ２ 件24

み （ 累 計 【 再 掲 】）

高 性 能 林 業 機 械 導 入 数 ○ ２ １ ｾ ｯ ﾄ ○ ３ ６ ｾｯ ﾄ20 24

（ 累 計 【 再 掲 】）

【 流 通 分 野 に お け る 連 携 】

県 外 に お け る 「 と く し ま ブ ○ ２ １ 店 舗 ○ ３ ５ 店 舗20 24

ラ ン ド 」 協 力 店 数 【 再 掲 】

「 と く し ま ブ ラ ン ド 」 輸 出 ○ ３ 箇 所 ○ ５ 箇 所20 24

拠 点 数 【 再 掲 】

畜 産 物 の 多 様 な 流 通 チ ャ ン ○ ２ 地 域 ○ ８ 地 域20 24

ネ ル の 開 拓 【 再 掲 】

【 加 工 分 野 に お け る 連 携 】

と く し ま ブ ラ ン ド を 原 料 と ○ ９ 件 ○ １ ５ 件20 24

し た 新 商 品 の 開 発 （ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

【 加 工 分 野 に お け る 連 携 】

地 域 農 産 物 等 の 加 工 販 売 に ○ １ ２ ２ 件 ○ １ ４ ０ 件20 24

取 り 組 む 件 数

（ 累 計 【 再 掲 】）

加 工 ・ 業 務 用 契 約 品 目 育 成 ○ １ １ 品 目 ○ １ ５ 品 目20 24

数 【 再 掲 】

地 産 地 消 協 力 店 数 （ 累 計 ） ○ １ ９ ２ 店 ○ ２ ７ ０ 店20 24

【 再 掲 】

【 複 合 連 携 】

米 粉 の 需 要 拡 大 ○ ０ ト ン ○ １ ５ ０ ト ン20 24

木 質 バ イ オ マ ス 利 用 実 施 例 ⑳ １ １ 件 ○ １ ６ 件24

（ 累 計 【 再 掲 】）

「 県 産 木 造 住 宅 供 給 シ ス テ ⑳ １ ５ ６ 戸 ○ １ ７ ０ 戸24

」 【 】ム に よ る 建 築 戸 数 再 掲

「 徳 島 県 木 材 認 証 制 度 」 ⑳ １ ６ ８ 事 業 所 ○ ２ ０ ０ 事 業 所24

登 録 事 業 所 数 【 再 掲 】

3 3公 共 事 業 で の 県 産 木 材 使 用 ○ 10 , 015ｍ ○ 12 ,000ｍ19 24

量 【 再 掲 】

漁 業 協 同 組 合 ・ 商 工 業 者 連 ○ ３ 協 議 会 ○ ６ 協 議 会20 24

（ ）携 ブ ラ ン ド 協 議 会 数 累 計

漁 業 者 と 商 工 業 者 の 連 携 協 議 会



（ 米 粉 製 粉 施 設 で 米 粉 が で き る ま で ）

精米施設

無洗米機
気流製粉機

金属探知機

製粉施設

グルテン混合機
各種米粉製品ができあがり



本 県 の 特 長 を 生 か し た 魅 力 あ ふ れ る 農 山 漁 村 のⅢ

活 性 化

１ 魅 力 あ る 農 山 漁 村 づ く り

① 現 状 と 課 題

・ 農 山 漁 村 地 域 に お い て は 、 過 疎 化 や 高 齢 化 等 に よ り 生 産 活 動 の 継 続

や 集 落 機 能 の 維 持 が 困 難 な 状 況 と な っ て お り 、 生 産 基 盤 と 生 活 環 境 基

盤 を 一 体 的 に 整 備 し 、 地 域 の 活 性 化 と 定 住 条 件 の 改 善 を 図 る 必 要 が あ

り ま す 。

・ 農 山 漁 村 地 域 の 美 し い 自 然 環 境 を 保 全 し 、 様 々 な 生 物 と 共 存 す る 魅

力 あ る 農 山 村 地 域 づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。

・ 生 活 雑 排 水 に よ る 農 山 漁 村 地 域 の 水 質 の 悪 化 に 対 し 、 早 期 に き れ い

な 水 環 境 の 保 全 に 向 け て 取 り 組 む こ と が 必 要 と な っ て い ま す 。

・ 田 ん ぼ や そ の 周 辺 の 水 路 等 は 、 農 作 物 を 生 産 す る 場 所 で あ る と と も

、 、に 様 々 な 生 物 が 生 活 す る 場 で も あ り 農 地 等 の 整 備 を 進 め る た め に は

様 々 な 生 物 に 配 慮 し た 工 事 を 行 う こ と が 必 要 と な っ て い ま す 。

・ 本 県 の 農 山 漁 村 に は 、 豊 か な 自 然 や 風 景 が あ り ま す が 、 こ れ ら は 十

分 知 ら れ て い ま せ ん 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 豊 か で 住 み や す い 農 山 漁 村 地 域 づ く り の た め 、 生 産 基 盤 と 生 活 環 境

基 盤 の 一 体 的 な 整 備 を 推 進 し ま す 。

・ 自 然 環 境 調 査 を 実 施 し 、 そ の 内 容 を 反 映 し て 、 自 然 環 境 と の 調 和 に

配 慮 し た 農 業 農 村 の 整 備 を 目 指 し ま す 。

・ 「 徳 島 き れ い な 水 環 境 」 の 創 造 に 向 け 、 新 技 術 の 導 入 な ど に よ り 、

コ ス ト 縮 減 を 図 り な が ら 、 効 率 的 ・ 計 画 的 に 進 め ま す 。

・ 田 ん ぼ の 周 辺 の 様 々 な 生 物 の 現 状 を 把 握 し 、 生 物 に や さ し い 工 法 を

確 立 し 、 自 然 環 境 に 配 慮 し た 工 事 の 実 施 を 目 指 し ま す 。

・ 農 村 の 地 域 資 源 と し て 「 美 し い 農 村 景 観 」 を 「 再 発 見 」 し た マ ッ、

プ を 作 成 し 、 都 市 住 民 等 に 情 報 発 信 を 行 う こ と に よ り 、 農 村 と 都 市 と

の 交 流 を 図 り ま す 。



【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

生 産 基 盤 づ く り と 生 活 環 境 ⑳ ９ ６ 地 区 ○ １ ０ ０ 地 区24

整 備 を 一 体 的 に 進 め た 地 区

数 （ 累 計 ）*

美 し い 農 村 再 発 見 事 業 ・ 農 ⑳ ０ 箇 所 ○ ３ ０ ０ 箇 所24

村 景 観 箇 所 数 （ 累 計 ）

【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

自 然 環 境 調 査 に 基 づ く 事 業

計 画 策 定 地 区 数 （ 累 計 ） ○ ４ ０ 地 区 ○ ４ ７ 地 区* 20 24

農 山 漁 村 の 生 活 排 水 処 理 施 ○ 19 , 946人 ○ 26 ,000人20 24

設 に よ る 処 理 人 口

田 ん ぼ の 生 き 物 調 査 実 施 数 ○ ４ ９ 回 ○ ７ ３ 回20 24

居 住 地 周 辺 の 森 林 整 備 件 数 ○ ５ ２ ５ 件 ○ 1 ,000件20 24

（ 累 計 ）

海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 ○ ７ ８ 人 ○ ５ ０ ０ 人20 24

者 数 （ 累 計 【 再 掲 】）

集 落 排 水 処 理 施 設 （ 喜 来 地 区 ） 田 ん ぼ の 生 き も の 調 査



本 県 の 特 長 を 生 か し た 魅 力 あ ふ れ る 農 山 漁 村 のⅢ

活 性 化

２ 中 山 間 地 域 等 へ の 支 援*

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 の 中 山 間 地 域 は 県 土 の 8割 以 上 、 農 業 産 出 額 の 約 4割 を 占 め 、

県 民 生 活 を 支 え る 重 要 な 地 域 と な っ て い ま す 。

・ 中 山 間 地 域 で は 、 山 林 、 傾 斜 農 地 が 多 い 等 の 自 然 的 条 件 に よ り 、 社

会 的 、 経 済 的 条 件 の 不 利 性 が あ り ま す 。 ま た 、 担 い 手 の 減 少 に よ り 、

、 、地 域 に よ っ て は 農 業 生 産 活 動 の 継 続 集 落 活 動 が 限 界 に な り つ つ あ り

耕 作 放 棄 地 の 発 生 防 止 ・ 解 消 が 必 要 な 地 域 も あ り ま す 。*
・ 一 方 、 中 山 間 地 域 の 特 色 を 生 か し た 山 菜 、 つ ま も の 等 の 農 業 生 産 が

行 わ れ て い る 地 域 も あ り 、 活 性 化 に 繋 が っ て い ま す 。

・ 今 後 、 過 疎 化 、 高 齢 化 が 進 行 す る 中 で 、 地 域 に 応 じ た 基 盤 整 備 を 行

い 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 活 性 化 や 農 村 地 域 社 会 の 維 持 ・ 向 上 等 を 図 る

持 続 的 な 事 業 展 開 が 必 要 と な っ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 中 山 間 地 域 農 業 の 維 持 ・ 振 興 に つ い て は 、 中 山 間 地 域 へ の 直 接 支 払

等 を 活 用 し 、 中 山 間 地 域 に お け る 多 面 的 機 能 の 維 持 や 耕 作 放 棄 地 の* *
発 生 防 止 、 地 域 特 産 物 の 加 工 ・ 販 売 に よ る 就 業 機 会 の 増 大 や 新 規 就 農

者 等 の 地 域 の 担 い 手 の 確 保 等 、 地 域 に 応 じ た 事 業 の 推 進 や 取 組 み を 支

援 し ま す 。

・ ま た 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 や 定 住 の 促 進 を 図 る 中 山 間 地 域 総 合 整 備

事 業 を 計 画 的 に 実 施 し 、 中 山 間 地 域 に お け る 付 加 価 値 の 高 い 農 産 物 生

産 や 地 域 の 特 性 を 活 か し た 特 色 あ る 地 域 農 業 を 推 進 し ま す 。

【 戦 略 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

生 産 条 件 不 利 農 地 を 集 落 で ⑳ 4 ,436ha ○ 4 ,500ha24

守 る 協 定 面 積

中 山 間 地 域 に お け る 集 落 営 ⑳ １ ０ 組 織 ○ １ ９ 組 織24

農 組 織 数 （ 累 計 ）*



【 行 動 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

中 山 間 地 域 総 合 整 備 事 業 の ⑳ ３ １ 地 区 ○ ３ ３ 地 区24

実 施 地 区 数 （ 累 計 ）

地 域 農 産 物 等 の 加 工 販 売 に ⑳ １ ２ ２ 件 ○ １ ４ ０ 件24

取 り 組 む 件 数 （ 累 計 ）

担 い 手 の 育 成 数 （ 認 定 農 業 ⑳ １ ２ ９ 人 ○ １ ８ ０ 人24

、 ） （ ）者 新 規 就 農 者 累 計*

集 落 総 出 の 農 道 ・ 水 路 の 保 全 活 動

休 耕 田 利 用 に よ る 農 地 の 多 面 的 機 能 の 増 進

整 然 と し て い る 山 間 の 棚 田



本 県 の 特 長 を 生 か し た 魅 力 あ ふ れ る 農 山 漁 村 のⅢ

活 性 化

３ 農 山 漁 村 と 都 市 と の 交 流 促 進

① 現 状 と 課 題

・ 県 内 の 各 地 域 に お い て 体 験 交 流 施 設 や 農 産 物 直 売 所 等 の 整 備 を 行

い 、 農 山 漁 村 と 都 市 と の 交 流 を 進 め て い ま す 。

・ 近 年 、 観 光 と の 融 合 や 、 複 数 地 域 に 関 係 し た 広 域 的 な 体 験 交 流 の 取

組 み 活 動 が 展 開 さ れ つ つ あ り 、 四 国 ４ 県 が 連 携 し た 四 国 グ リ ー ン ・ ツ

ー リ ズ ム 推 進 協 議 会 が 、 四 国 遍 路 と 合 わ せ た グ リ ー ン （ ブ ル ー ・ ツ）

ー リ ズ ム モ デ ル の 情 報 発 信 や 都 市 住 民 が 集 う 交 流 イ ベ ン ト で の Ｐ Ｒ*
等 を 行 っ て い ま す 。

・ ま た 、 旅 館 業 法 等 の 規 制 緩 和 に 伴 い 、 農 林 漁 家 で 農 作 業 体 験 等 を 行

う 「 と く し ま 農 林 漁 家 民 宿 」 に 取 り 組 む 農 林 漁 家 が 増 え て き て い ま*
す 。

・ 高 速 道 路 網 の 発 達 や 癒 し を 求 め て 農 山 漁 村 を 観 光 で 訪 れ た い と の ニ

ー ズ が 高 ま っ て き て い る 中 、 農 山 漁 村 と 都 市 と の 交 流 、 ま た 、 都 市 で

暮 ら す 人 が 一 定 の 期 間 農 山 漁 村 で 暮 ら す 二 地 域 居 住 の 更 な る 推 進 が 、

今 後 の 農 山 漁 村 地 域 の 活 性 化 に 必 要 と な っ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ グ リ ー ン （ ブ ル ー ・ ツ ー リ ズ ム 実 施 組 織 や イ ン ス ト ラ ク タ ー の） *
育 成 、 ま た 、 地 域 一 体 と な っ て 交 流 を 推 進 す る 広 域 的 な 活 動 ・ 組 織 を

支 援 し ま す 。

・ 広 が り つ つ あ る 農 林 漁 家 民 宿 に つ い て は 、 そ の 活 動 を 支 援 し Ｐ Ｒ や

今 後 の 拡 大 を 推 進 し ま す 。

・ 棚 田 、 里 山 な ど の 豊 か な 自 然 景 観 、 四 国 遍 路 の お 接 待 に 代 表 さ れ る

人 情 の 深 さ や 癒 し の 風 土 を 活 用 し た 徳 島 独 自 の 交 流 を 展 開 し ま す 。

・ 「 Ｉ Ｃ Ｔ と く し ま 農 山 漁 村 ポ ー タ ル サ イ ト 」 を 立 ち 上 げ 、 本 県 農*
山 漁 村 に 潜 在 的 に 存 在 す る 多 様 な 魅 力 を 情 報 発 信 し 、 交 流 人 口 の 拡 大

を 図 る こ と で 、 農 山 漁 村 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 活 性 化 を 推 進 し ま す 。

【 戦 略 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

体 験 交 流 施 設 の 利 用 者 数 ○ 27 , 609人 ○ 30 ,000人19 24

と く し ま 農 林 漁 家 民 宿 の ⑳ 100人 ○ 700人* 24

体 験 宿 泊 者 数



【 行 動 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

広 域 体 験 交 流 組 織 数 ⑳ ２ 団 体 ○ ４ 団 体24

（ 累 計 ）

グ リ ー ン （ ブ ル ー ・ ツ ー ⑳ ３ ２ 人 ○ ３ ５ 人） 24

リ ズ ム の イ ン ス ト ラ ク タ*
ー 数 （ 累 計 ）

体 験 農 園 、 棚 田 オ ー ナ ー 制 ⑳ 8 . 9ha ○ 11 .0ha24

度 、 市 民 農 園 の 面 積*

と く し ま 農 林 漁 家 民 宿 数 ⑳ ４ 軒 ○ １ ０ 軒* 24

（ 累 計 ）

（ 注 ） グ リ ー ン （ ブ ル ー ・ ツ ー リ ズ ム イ ン ス ト ラ ク タ ー 数 は 、）

（ 財 ） 都 市 農 山 漁 村 交 流 活 性 化 機 構 主 催 の 育 成 ス ク ー ル 修 了 者 数

稲 刈 り 体 験 交 流

四 国 ４ 県 連 携 に よ る

移 住 ・ 交 流 フ ェ ア

イ ン ス ト ラ ク タ ー の 養 成 ス ク ー ル



本 県 の 特 長 を 生 か し た 魅 力 あ ふ れ る 農 山 漁 村 のⅢ

活 性 化

４ 鳥 獣 に よ る 被 害 の 防 止

① 現 状 と 課 題

・ 気 象 条 件 等 に よ る 個 体 数 の 増 減 に よ り 、 農 作 物 等 へ の 鳥 獣 被 害 は 変

動 し ま す が 、 イ ノ シ シ 、 シ カ 、 サ ル 、 カ ワ ウ 等 に よ る 食 害 や 踏 み 倒 し

等 の 被 害 が 顕 著 に な っ て い ま す 。

・ 平 成 20年 2月 に 鳥 獣 被 害 防 止 特 措 法 が 施 行 さ れ 、 平 成 20年 度 に お

い て 12市 町 村 が 被 害 防 止 計 画 を 策 定 し 、 鳥 獣 被 害 対 策 を 実 施 し て い

ま す が 、 こ れ を 農 作 物 へ の 鳥 獣 被 害 を 受 け て い る 市 町 村 へ 増 や す 必 要

が あ り ま す 。

・ 鳥 獣 に よ る 被 害 増 加 の 要 因 は 、 野 生 鳥 獣 の 生 息 域 の 拡 大 や 生 息 数 の

増 加 に あ り 、 防 護 対 策 等 に 加 え て 、 捕 獲 に よ る 対 策 が 必 要 と な っ て お

り 、 特 に 、 複 数 市 町 村 の 連 携 や 四 国 ４ 県 に お け る 広 域 連 携 捕 獲 の 体 制

構 築 と 実 践 が 今 後 の 課 題 と な っ て い ま す 。

・ カ ワ ウ に つ い て も 内 水 面 漁 協 に よ る カ ワ ウ 被 害 対 策 を 支 援 し て き ま

し た が 、 広 範 囲 を 移 動 す る カ ワ ウ の 性 質 上 、 県 内 だ け に 留 ま ら な い 広

域 的 な 取 組 み が 求 め ら れ て い ま す 。

・ さ ら に 、 捕 獲 し た 鳥 獣 の 処 理 に つ い て は 、 今 後 、 肉 ・ 皮 等 の 有 効 利

用 の 検 討 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 鳥 獣 被 害 が 確 認 さ れ る 市 町 村 に お い て 、 地 域 協 議 会 の 設 置 や 被 害 防

止 計 画 を 策 定 し 、 鳥 獣 被 害 防 止 施 設 の 導 入 や 情 報 の 共 有 、 対 策 の 一 層

の 強 化 ・ 推 進 を 図 り ま す 。

・ 「 四 国 地 域 野 生 鳥 獣 対 策 ネ ッ ト ワ ー ク 」 と 連 携 し 、 四 国 ４ 県 で の 広

域 連 携 捕 獲 の 体 制 構 築 を 図 り 、 呼 応 す る 形 で 複 数 市 町 村 に よ る 計 画 的

な 連 携 捕 獲 を 支 援 し ま す 。

、・ サ ル 対 策 と し て 追 い 払 い に 効 果 の あ る モ ン キ ー ド ッ グ に つ い て は*
計 画 的 な 導 入 を 推 進 し ま す 。

・ カ ワ ウ に つ い て は 、 本 県 を 含 む 近 畿 ７ 府 県 と 中 部 ８ 県 か ら な る 「 中

部 近 畿 カ ワ ウ 広 域 協 議 会 」 に よ る 広 域 的 な カ ワ ウ 被 害 防 止 対 策 を 推 進

し ま す 。

・ ま た 、 捕 獲 鳥 獣 の 食 肉 利 用 等 に つ い て は 、 検 査 方 法 や 処 理 施 設 の 基

準 を 定 め た 捕 獲 鳥 獣 利 用 ガ イ ド ラ イ ン を 策 定 し 、 利 用 ・ 促 進 を 図 り*
ま す 。

ア ユ の 天 敵 カ ワ ウ の 群 れ 川 面 で 乱 舞



【 戦 略 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

市 町 村 被 害 防 止 計 画 の 策 定 ⑳ １ ２ 市 町 村 ○ ２ １ 市 町 村24

数 （ 累 計 ）

広 域 連 携 に よ る カ ワ ウ 被 害 － ○ ６ 河 川24

防 止 対 策 取 組 河 川 数

（ 累 計 ）

【 行 動 目 標 】

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

集 落 等 で 取 り 組 む 鳥 獣 被 ⑳ ２ ５ ９ 件 ○ ３ ０ ０ 件24

害 防 止 施 設 等 の 整 備 件 数

（ 累 計 ）

モ ン キ ー ド ッ グ の 導 入 頭 ⑳ １ ２ 頭 ○ ２ ４ 頭* 24

数 （ 累 計 ）

捕 獲鳥 獣 利 用 ガ イ ド ライ ン － ○ ２ 獣* 24

の 策 定 数 （ 累 計 ）

ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ に よ る サ ル の 追 い 払 い に 活 躍 す る

イ ノ シ シ ・ サ ル の 防 護 柵 モ ン キ ー ド ッ グ の 育 成*
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本 県 の 特 長 を 生 か し た 魅 力 あ ふ れ る 農 山 漁 村 のⅢ

活 性 化

５ 自 然 災 害 に 強 い 農 山 漁 村 づ く り

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 は 、 気 象 や 地 質 的 要 因 か ら 、 台 風 や 集 中 豪 雨 な ど に よ る 自 然 災

害 が 多 く 発 生 し て い ま す 。

・ こ の よ う な 自 然 災 害 か ら 、 農 山 漁 村 で 暮 ら す 人 々 の 生 命 及 び 財 産 を

守 り 、 安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 を 築 い て い く 必 要 が あ り ま す 。

・ ま た 、 今 世 紀 前 半 に も 発 生 す る こ と が 危 惧 さ れ て い る 南 海 地 震 に 備

え 、 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る た め の 対 策 が 必 要 で す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 土 砂 災 害 、 水 害 、 地 震 災 害 そ の 他 の 自 然 災 害 か ら 農 山 漁 村 で 暮 ら す

人 々 の 安 全 を 守 る た め に 必 要 な 対 策 を 実 施 し ま す 。

「 」 、 、・ 徳 島 県 地 震 防 災 対 策 行 動 計 画 に 基 づ き 海 岸 保 全 施 設 の 調 査*
補 強 、 整 備 等 を 計 画 的 に 進 め ま す 。

・ 保 安 林 の 整 備 拡 充 を 進 め る と と も に 、 水 源 の か ん 養 、 土 砂 の 流 出*
・ 崩 壊 防 止 な ど 公 益 的 機 能 の 高 い 保 安 林 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 施 策

を 実 施 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

土 砂 災 害 の 危 険 性 の あ る 人 ⑳ 2 ,029戸 ○ 2 ,181戸24

家 の 保 全 数 （ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 業 用 た め 池 の 整 備 箇 所 数 ⑳ ２ 箇 所 ○ ５ 箇 所24

漁 港 海 岸 施 設 整 備 箇 所 数 ⑳ ２ 箇 所 ○ ５ 箇 所24

（ 累 計 ）

保 安 林 指 定 面 積 民 有 林 ⑳ 94 , 183ha ○ 95 ,200ha* （ ） 24

（ 累 計 ）

（ ） （ ）災 害 復 旧 那 賀 町 大 用 知 海 岸 保 全 施 設 の 整 備 阿 南 市 椿 泊

地 す べ り 対 策 （ 山 城 町 頼 広 ） 山 地 治 山 （ 那 賀 町 中 尾 ）



県 民 等 の 参 画 及 び 協 働 に よ る 潤 い とⅣ

安 ら ぎ の あ る 農 山 漁 村 の 保 全

１ 県 民 等 の 農 林 水 産 業 へ の 参 画 等

① 現 状 と 課 題

・ 本 県 の 農 林 水 産 業 を 将 来 に わ た っ て 維 持 ・ 発 展 さ せ て い く た め に

は 、 県 民 等 か ら の 幅 広 い 理 解 を 得 る こ と が 不 可 欠 で す 。

・ 一 方 、 県 民 か ら も 、 ゆ と り や 安 ら ぎ を 求 め て 農 林 水 産 業 の 体 験 を し

て み た い と い う 要 望 や 、 生 涯 学 習 の 一 環 と し て 農 林 水 産 業 に 関 す る 学

習 を し て み た い と い う 要 求 が 高 ま り つ つ あ り ま す 。

・ ま た 、 社 会 貢 献 の 一 環 と し て 、 森 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 等 へ の 参 加 を

希 望 す る 県 民 や Ｎ Ｐ Ｏ ・ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 の 活 動 も 活 発 に な っ て き

て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 県 民 等 が 農 林 水 産 業 に 関 す る 理 解 を 深 め ら れ る よ う 、 農 林 水 産 業 に

関 す る 各 種 情 報 の 提 供 や 普 及 啓 発 活 動 を 推 進 し ま す 。

・ 県 民 等 が 農 林 水 産 業 に 関 す る 学 習 や 体 験 活 動 に 積 極 的 に 参 加 で き る

機 会 を 設 け る と と も に 、 市 民 農 園 の 整 備 の 促 進 を 図 り ま す 。

・ 「 県 立 神 山 森 林 公 園 」 や 「 県 立 高 丸 山 千 年 の 森 」 を は じ め 、 現 在 、

県 と 県 民 が 大 切 に 守 り 育 て て い く 森 林 と し て 取 得 を 進 め て い る 「 と く

し ま 絆 の 森 」 な ど を 拠 点 に 、 林 業 や 森 林 に 関 す る 学 習 活 動 や 、 県 民*
参 加 型 の 森 づ く り 活 動 を 展 開 し ま す 。

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

県 民 や Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 等 が 農 林 ⑳ １ ５ ６ 件 ○ ２ ３ ６ 件24

水 産 業 へ 参 画 し て い る 数

（ 累 計 ）



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 業 体 験 実 習 件 数 ○ １ ５ 件 ○ ２ ０ 件20 24

と く し ま 公 有 林 化 プ ロ ジ ェ

ク ト （ と く し ま 絆 の 森 事 ○ 1 ,005ha ○ 1 ,200ha* 20 24

業 ） に よ る 森 林 の 取 得 面 積

（ 累 計 ）

漁 業 に つ い て の 総 合 学 習 会

の 開 催 （ 累 計 ） ○ ４ 回 ○ ８ 回20 24

【 森 づ く り 活 動 ・ 普 及 啓 発 の 拠 点 】

県 立 神 山 森 林 公 園 県 立 高 丸 山 千 年 の 森

年 間 入 園 者 約 １ ２ 万 人 年 間 利 用 者 約 ７ 千 ５ 百 人

（ H20年 度 ） （ H20年 度 ）

「 と く し ま 絆 の 森 」 で の 植 樹 活 動*



県 民 等 の 参 画 及 び 協 働 に よ る 潤 い とⅣ

安 ら ぎ の あ る 農 山 漁 村 の 保 全

２ 協 働 に よ る 農 山 漁 村 の 保 全 活 動 の 推 進

① 現 状 と 課 題

・ 農 山 漁 村 は 、 水 資 源 の か ん 養 や 洪 水 防 止 機 能 な ど 、 県 土 保 全 や や す

ら ぎ と い っ た 多 面 的 機 能 を 有 し 、 こ れ ま で は 、 農 山 漁 村 の 保 全 活 動 は

地 域 住 民 に よ り 担 わ れ て き ま し た が 、 過 疎 化 ・ 高 齢 化 の 進 行 、 農 林 水

産 物 の 価 格 低 迷 の 影 響 か ら 、 地 域 活 力 が 低 下 し 、 森 林 ・ 農 地 等 の 適 切

な 管 理 が 困 難 な 状 況 と な り つ つ あ り ま す 。

・ 農 山 漁 村 を 県 民 共 通 の 資 産 と し て 捉 え 、 理 解 と 関 心 を 深 め る よ う 誘

導 す る と と も に 、 広 く 社 会 全 体 で 農 山 漁 村 と 農 林 水 産 業 を 支 え て い く

「 協 働 」 の 仕 組 み 作 り が 必 要 で す 。

・ 平 成 １ ３ 年 度 に 土 地 改 良 法 が 改 正 さ れ 、 環 境 と の 調 和 に 配 慮 す る と

と も に 、 農 家 を 含 め た 地 域 住 民 の 意 見 を 取 り 入 れ た 農 業 農 村 整 備 事 業

の 実 施 が 求 め ら れ て い ま す 。

② 施 策 の 方 向 と 数 値 目 標

・ 二 酸 化 炭 素 の 削 減 を 植 林 や 森 林 整 備 で 埋 め 合 わ せ る カ ー ボ ン オ フ セ

ッ ト の 考 え 方 を 森 づ く り の 分 野 に 導 入 し 、 企 業 や 県 民 な ど と の 幅 広*
い 協 働 に よ る 森 づ く り を 推 進 し ま す 。

・ 「 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 」 を 活 用 し て 多 様 な 主 体 を 含 む 活*
動 組 織 に よ る 保 全 活 動 を 推 進 し 、 農 村 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 、 地 域 資

源 の 長 寿 化 と 次 世 代 へ の 継 承 を 図 り ま す 。

・ 地 域 課 題 に 柔 軟 に 対 応 で き る 事 業 実 施 体 制 を 確 保 し ま す 。

・ リ ー ダ ー や コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 育 成 を 進 め 、 ア イ デ ア と 工 夫 に よ る

地 域 に 応 じ た 協 働 活 動 を 展 開 し 、 農 山 漁 村 へ の 理 解 を 草 の 根 的 に 深 め

て い き ま す 。

・ 地 域 と と も に 育 む 「 む ら づ く り 」 の 推 進 の た め 、 農 家 を 含 め た 地 域

住 民 と の 協 働 に よ る 農 業 農 村 整 備 事 業 の 計 画 づ く り を 推 進 し ま す 。

・ 地 域 住 民 や ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な ど 県 民 と の 協 働 に よ り 、 海 岸 清 掃 美

化 運 動 を 進 め 「 美 し い 徳 島 の 海 づ く り 、 渚 づ く り 」 を 推 進 し ま す 。、

【 】戦 略 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

農 地 や 農 業 用 水 な ど を 保 全 ⑲ 2 ,269回 ○ 2 ,500回24

（ ） （ ）す る 協 働 活 動 36 ,943人 40 ,000人



【 】行 動 目 標

項 目 現 状 Ｈ ２ ４

県 民 と 企 業 が 協 働 し た カ ー

ボ ン オ フ セ ッ ト の 取 組 み に ○ ０ ha ○ 1 , 2 0 0 h a20 24

か か る 森 林 整 備 面 積

（ 累 計 【 再 掲 】）

地 域 提 案 型 の 事 業 に 取 り 組 ○ ９ ７ 件 ○ １ ５ ０ 件20 24

ん だ 実 施 数 （ 累 計 ）

ふ る さ と 水 と 土 指 導 員 ○ ３ ８ 人 ○ ４ ２ 人「 」* 20 24

の 認 定 数

農 家 と の 協 働 に よ る 農 業 農 ○ １ ６ 地 区 ○ ２ ０ 地 区20 24

村 整 備 事 業 数 （ 累 計 ）*

海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 ○ ７ ８ 人 ○ ５ ０ ０ 人20 24

者 数 (累 計 )【 再 掲 】

企 業 と 協 働 し た 森 づ く り 大 学 生 の ゆ ず 収 穫 ﾎﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ体 験

棚 田 の 石 積 み 体 験



と く し ま 協 働 の 森 づ く り 事 業 イ メ ー ジ

協 働 に 関 す る 意 識 調 査

あなたは農山村地域を維持・活性化するためにボランティア
が保全作業等に貢献することについてどうおもいますか？
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①  今後は、必要なことであると思う

② 必要ない

③ わからない

無回答



「 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 」*
を 活 用 し た 水 路 の 除 草

地 域 の 女 性 達 と と も に 、 国 道 沿 い の 休 耕 田 に コ ス モ ス を 植 え 、

景 観 を づ く り に 励 む 「 ふ る さ と 水 と 土 指 導 員 」*

県 民 等 の 参 画 に よ り 農 作 業 ・ 加 工 体 験


